
わんぱく学園ニュース 

平成２８年４月／平成２８年５月号 №１７９ 

障がいある人や、ひきこもり不登校の人たちとの明るい社会をつくるために  

 季節は冬から春へ 白い梅がかおり、桃の淡い色が流れ、 

雪の名残のような桜が咲き乱れ・・そうして色は黄色に  

より碧い彩どりが映えるこの季節。背丈は３メートルにも及ぶものもあるとか、 

早春に細長い釣鐘のような形をして四つに分かれて、葉が出る前に一斉に鮮やかな黄色い

花・・・・・・ そう・・連翹（れんぎょう）の花の咲く頃__________。 
 

 花ことばは“希望” 
 

れんぎょうをかざしてみゆる碧の空              
  

この鮮やかな色彩は、色を失った冬景色への別れであるかのように、 

周囲を明るく染めていきます。強い生命力の象徴ともよばれ、春を告げる花として、叶えら

れた希望という花ことばをもっています。今年も昨年同様、 

障がい者アートの見本市を開催します。４０年の歩み・・・たどり着いた希望そのもののよ

うです。その希望に託して詠みました。 

                            ～土江 和世～ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

“わんぱく学園ニュース 今昔”飯塚真澄先生のこと。 

～どりーむホームページ・かあちゃんブログから～ 
 

 

 先生らしくない先生 

 あくまで”人”としての先生 

 飯塚真澄先生 

 学園設立当初から支えてくれた人は主に３人 

陶芸家安食ひろ先生、飯塚真澄先生 そしてわが夫 稔でした。 

３羽ガラスとして、陰に日向にささえてくれました。 

 
 

 ”お姉さん 僕、無念だ・・・・” 

病室の天井の一点を見つめて ポツリと語った飯塚真澄先生 

 咳が止まらず、肺がんの末期とわかったある日、見舞いに訪ね

た・・・・平成１５年の頃でした。 

夫が急逝した後も、お姉さんと私をよんでくれ、さりげなく支えて

くれた 

人間味あふれる人。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

  ”教える”のではない・・・”こころに添う”こと・・それが教育の原点ではないでしょ

うか？ 

  ある小学校の校長先生になったばかり、これからもっと子供たちのために、子どもたち

と一緒に・・・と   

 思っていた矢先・・・ 

 

  天井の一点を見つめ、自分の人生を直視し、ことば少ない彼が言い残したことば・・・ 

  その重さゆえ、”学園ニュース”をその後もずっと出し続けよう・・・と思ったわたし

でした。 

 
 

 

 学園では、普段着でぞうりを履き、全く教員

の立場をひらけかすことなくみんなと一緒に楽

しんでいました。 

ただ、園生が間違ったことをした時、その子の

こころに添って叱ってくれました。 

 いけないことはいけない・・・そんな真の勇

気を持った教育者でした。 

 型どおりに 育てるのでなく こころにそっ

て育てる人間的な先生でした。 

そして 今・・  

 

主のいなくなった公園 

でも 飯塚先生 

 皆は元気です。 

先生の後姿を忘れてはいませんよ。 

 この穏やかな表情のとおり、ことばの不自由な方々を見守ってくださいました。 

 平田小学校の教諭時代から、その人柄から多くの人から慕われ、尊敬されていました。 

 この記念写真 愛宕山公園の散策風景です。 



■ ４月＆５月の「わんぱく学園」のメニューは下記の通りです 

 わんぱく学園、だれでも参加できるよ 出席もとらないからいつでも 

 その日に集合場所へ！ 一人でも、お友だち一緒でも大歓迎！！ 

月   日 内     容 

 ４月３日（日） □お休み  

 ４月１０日（日） □合併鍋（わんぱく鍋）で新学期スタート（坂根玄明、常賀信寛） 

 ～野菜などあるもの持ってきてね～ 会費 １００円 

 場所 アトリエ「おちらと」     

 ４月１７日（日） □野立てで一服 春の野原でカフェ（土江和世） 

 ～古墳の周りにござひいて～ 

 場所 アトリエ「おちらと」 会費100円 

 ４月２４日（日） □雲南アート展に行こう（常賀信寛） 

 ～桜の名所 雲南市で桜のアート展開催  

 アリスター・ジャックさんと一緒に見に行こう～ 

 場所 アトリエ「おちらと」に集まって車で行こう。会費100円 

 ５月１日（日） □連休でお休み  

 ５月８日（日） □わんぱくスイーツつくり（常松正巳 土江和世） 

 ～平田名産“柿”を使ってスイーツを作って食べよう～ 

 場所 アトリエ「おちらと」 会費100円 

 ５月１５日（日） □旅伏山へ散策して 出雲市をながめながらカフェ（常賀信寛） 

 ～学園思い出の山に登ってお茶とお菓子でカンパイ！～ 

 場所 アトリエ「おちらと」 

 ５月２２日（日） □バトミントン楽しまない！？（坂根玄明・土江和彦） 

 ～行楽びより 楽しいスポーツで汗流そう～ 

 場所 アトリエ「おちらと」 会費100円 

 ５月２９日（日） □無人駅の清掃 一畑電車に乗って（土江和世、山口恵子） 

 場所 雲州平田駅 9時50分集合  会費100円 

 ＊ほうき、ちりとり、ぞうきんは学園で用意  

 電車賃は学園でふたんします。 

＊集合時間：9時50分    集合場所：指定の場所へ来てくださいね。 

連翹（れんぎょう）  

問い合わせ＆発行元 

〒691－0031出雲市東福町156－1 ＮＰＯ法人サポートセンターどりーむ 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：0853－62－4872 メール：sc-dream-kt@sky.plala.or.jp  

 

  

 

 これが 飯塚真澄先生手作りの思い出の“わんぱく学園ニュース・平成11年4月号で

す。お人柄がにじみ出たニュースでした。 


